





































































































































































































































































































































から見て、考えられる即自 b は、対象として即自 a に捉えられており、その限りで即自 a と相関的
な関係にある。即自 a は、即自 b を考えている「状態」にあるのだ。 
しかしながら、即自 b もまた、その《事実性》のもとにある主体を持っていなければならない。
そうでなければ、それは即自ですらない。そもそもどんな場合も、コギトは相関的なものであった
のだ。このとき、主体をいわば安定した媒介項として、即自 a と即自 b を整合、連接させることに
















































































千葉雅也ほか、2015 年、岩波講座『現代』第七巻 親密権の変容、岩波書店。 















3 AF, pp.63-64. 邦訳 六八頁。 
4 AF, p.73. 邦訳、八〇頁。 
5 F , p.74. 邦訳、八〇頁。 
6 マルクス・ガブリエル、スラヴォイ・ジジェク『神話、狂気、哄笑――ドイツ観念論における主体性』、
大河内泰樹、斎藤幸平他訳、堀之内出版、二〇一五年、一五七－一五八頁。 
7 Elie During, « Prototypes : un nouveau statut de l'œuvre d'art », in Esthétique et société, Colette Tron (dir.), Paris, 
L'Harmattan, « Esthétiques », 2009.pp.15-50. 邦訳 『現代思想』2015 年 1 月号 特集=現代思想の新展開 2015 
-思弁的実在論と新しい唯物論、武田宙也訳、青土社、二〇一四年、一七七－一九九頁。〕 









10 AF, pp.83-84. 邦訳、九二頁。 











13 AF, 4. Le problème de Hume. 邦訳、第四章 ヒュームの問題。 
14 James, W. Essays in Radical Empiricism : A Pluralistic Universe, Gloucester, Peter Smith, 1967. 
15 Quentin Meillassoux, Deuil à venir, dieu à venir, Critique, n.704-705.pp.105-115. 邦訳 『現代思想』2015 年 1
月号 特集=現代思想の新展開 2015 -思弁的実在論と新しい唯物論、岡嶋隆佑訳、青土社、二〇一四年、
九〇－九九頁。 
16 『有限性の後で』は 2006 年の刊行であるが、グレアム・ハーマンはその前年 2005 年に発表した『ゲリ
ラ形而上学』において、ドミニク・ジャニコーのレヴィナス批判を引用しつつ、現象学の神学化を批判
し、またこれまでの哲学が大陸哲学も分析哲学もふくめ、いずれもオブジェクトに人間がアクセスする
あり方のみを語った「アクセスの哲学（philosophy of access）」という主張を行っている。これらの批判
がメイヤスーの信仰主義批判、相関主義への批判と結びつき、思弁的実在論のムーブメントが醸成され
たのである。 
 
 
キーワード：メイヤスー、相関主義、思弁的実在論、ジェイムズ、中論 
  
国際哲学研究 6号 2017　　95
